
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方とともに 

 

栃木県立国分寺特別支援学校 教諭 小島 友香 

 

地域とともに育む子どもたちの成長  栃木市立三鴨小学校 教頭  根岸 昭人 
 

左の一枚目の写真、美味しそうでしょう！これは地域ボランティアの皆

さんと子どもたちが一緒に作った五平餅です。三鴨小の大先輩である地

域の方々に来ていただき、作り方を教えてもらいました。この企画は子ど

もたちの発案で始まり、創立１２０周年を迎えた本校の記念行事の一環

でもありました。 

本校では保護者ボランティアも盛んです。通称、ちょこボラ！（“ちょこっと”ボランティアの略）。水泳や持久走

の見守り、タブレットの使い方の支援など、“ちょこっと”手が欲しいときに保護者の方々にお手伝いをいただいて

います。 

つい先日も、1・2 年生の学年農園で育てていたサツマイモのいも

掘りの手伝いをしていただきました。事前に収穫しておいたサツマイモ

を地域ボランティアの方に蒸かしてもらい、お芋を通じて地域ボランテ

ィアと保護者の“ちょこっと”した交流も行えました。 

地域ボランティアや保護者の皆さんの温かな支えが、日々の子ども

たちの成長につながっています。 

 

本校は小学部・中学部・高等部・訪問教育学級を設置しており、知的障害のある児童生徒

２８１名が在籍しています。今年度、栃木県内の特別支援学校で初めて学校運営協議会を設

置し、コミュニティ・スクールとなりました。様々な立場の方々と学校運営やその支援について

協議する中で特別支援学校の理解が広がり、少しずつ地域とつながることで、学校を応援し

てくれる方々が増えました。その中の一つが下野市青少年育成市民会議の皆様です。「地域

の中に障害のある子どもたちの居場所を作りたい。」と活動してくださっています。 

今年度は「障害のある子どもたちの散髪の難しさ」に焦点

を当て、１２月に下野市内の理容師さんを講師として招き、保

護者を対象とした「ヘアカット講習会」を実施することになり

ました。散髪の抵抗感を少なくし、安心して散髪できる子ども

たちを増やすこと、保護者の不安感を軽減することが目的で

す。高等部卒業後、安心して地域で生活できるよう特別支援

学校在籍中から地域とつながっていくことが大切だと改めて

感じています。 
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寒さが一段と厳しくなってまいりましたが、いかがお

過ごしでしょうか。 

令和 6 年も残すところあとわずかとなりました。会員

の皆様にとってこの 1 年はどんな年でしたか？様々な場

所でコロナ禍以前の賑わいが戻りつつある中、人と人と

の交流が広がった年だったのではないでしょうか。多く

の学校でふれあい学習が活発に行われ、地域の絆が強ま

っている様子がうかがえます。 

機関紙を通じて、皆様に心温まるひとときをお届けで

きれば幸いです。 



発  行  下都賀地区生涯学習研究会 

事務局  下都賀教育事務所ふれあい学習課内  TEL     0282-23-3422 
E-mail  shimotsuga-hureai @pref.tochigi.lg.jp 
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二次元バーコード 

ホームページでもご覧になれます。 ふれあい学習課 情報誌・機関紙 で検索してください。  

問合せ 

下野市教育委員会事務局生涯学習文化課 主査 山中 裕貴 

 
私は令和５年度に社会教育主事講習を受講しました。講習では、仲間同士で同

じ方向を向き、同じ悩みや不安をもち、話し合い、解決していくことの繰り返しでし

た。その時間はとても有意義な時間だったと感じます。 

私が所属する生涯学習文化課では、「市立学校音楽祭」や「市民芸術文化祭」

など地域の方の協力を得て地域の方と一緒にやる、または地域の方の協力があっ

てこそ成り立つような事業があります。PTA や文化団体などの皆様に協力いただ

き、充実したイベントを開催できています。 

社会教育とは地域の人が育つ場所であるとともに、行政職員も共に育つ場であ

ると思います。市民の方々と何か一緒に作業し、一緒の目線で物事を考えていく中

で成長を感じる、社会教育は誰しもが学び合える場でもあります。 

今後は、地域づくりに携わっていくにあたり、これまで以上に「学び」、そして「出

会い」を大切にしたいと思います。そんなことをいつも「なんとかなるよ」って言い

ながら教えてくれる上司が下野市にはいます。 

 

 

 

「なんとかなるよ」上司から学んだ社会教育 

栃木県が全国に先駆けて地域連携教員を公立校全校に設置して今年

４月で１０年の節目となりました。本研修会は、『Re：BORN（リボーン・

再生）学校と地域の連携協働 ～これまでの１０年。そして、これから

の１０年。～』をテーマに、これから１０年先の未来を描いたふれあい

学習を創造することを目的として実施しました。 

研修１では、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部 総括研究官 

志々田 まなみ氏より、「Re：BORN 学校と地域の連携・協働～日本社会

に根ざしたウェルビーイングの向上のために～」を演題として御講話い

ただきました。地域の多様な大人とのつながりや、子どもたちが安心・

安全で肯定的に受け入れられる「居場所」をつくることの重要性ととも

に、家庭教育の充実や学校運営協議会の工夫・改善についても関連付け

てお話しいただき、地域学校協働活動の意義を再確認することができま

した。 

研修２では、１０年先の地域連携活動の姿を描きながら、「ひらめき

カード」を使った拡散思考を促すアイデア出しの手法を体験することを

通して、普段とは少し違った角度から現在の地域連携活動を Re：BORN

（リボーン）するワークショップを行いました。 

参加者からは「立場の異なる方々からの意見を聞くことができ、新し

い発見ができて大変有意義だった」、「自分一人では思いつかなかった考

えが出され、実践していきたいと思った」等の感想が寄せられ、充実し

た研修を実施することができました。 

 

生涯学習研究会 
    第２回研修会  

日 時  令和７年２月４日（火） 

 13:30～16:30 

会 場  小山市立生涯学習センター 

（えるるＯＹＡＭＡ） 

対 象  障害者、社会教育主事有資格者 

地域連携教員他 

申込み  所属長あての別送付開催案内 

により、お申し込みください。 
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写真：地域のお祭りで篠笛を演奏する上司 


